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河川水辺の国勢調査が実施されている全国の 1級河川（109 河川）
このほか、県が管理する 2 級河川や国等が管理するダム湖でも調査が行われている

▼インターネット版書籍ダウンロードページ
https://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/jimusyo/publication.html

この冊子は、河川に興味をもっていただくことや河川の自然観察の一助になれ
ばと考え、河川水辺の国勢調査の成果をもとに作成した小冊子です。前回の「天
竜川上流の主要な魚」は、平成 9 年度に実施した魚介類調査の結果をもとに整理
したものであり、今回の冊子は、平成 29 年度の調査結果をもとに新たに整理し
たものです。

その間、天竜川の魚類を取り巻く状況に変化もみられました。たとえば、洪水
等の自然現象や河川内の工事によって、魚にとっての生息環境が変化した場所も
あります。また、下水道の整備など社会活動の変化に伴う水質の変化、国外・国
内外来魚の移入やそれに付随する病気のまん延、カワウやカワアイサといった魚
食性鳥類の増加など、様々な要因が天竜川に棲む魚たちに影響を与えています。
また、分類学の進展による種の分化や種名の変更による魚類リストの更新も頻繁
に行われています。

河川という限られた空間で生活する魚類は、その時代の川の姿を反映すると考
えられます。現代社会の中で川の中にいる魚に接する機会は限られるのかもしれ
ませんが、できるだけその機会を創出し、その姿を記憶と記録に残していきたい
ものです。

今回の冊子では、過去 6 回（25 年分）の河川水辺の国勢調査で捕獲された個
体数データを種ごとに掲載しています。そのデータを眺めながら当時の天竜川の
様子を回想してみるのもこの冊子の楽しみ方かもしれません。

魚以外の冊子についても、当事務所のホームページで閲覧、印刷することがで
きます。

2020 年 3 月
国土交通省 中部地方整備局 

天竜川上流河川事務所　調査課

「河川水辺の国勢調査」は、全国の一級河川を主な対象として、平成 2 年度か
ら国土交通省（当時は建設省）で実施している調査です。河川管理にあたり、生
物の生息・生育環境を重視する観点から、河川の自然環境に関する基礎的情報を
把握し、河川の生物の生息・生育状況に係るデ－タについて、定期的・継続的・
統一的に調査を行っています。

5年間を1巡（平成18年度以降は、魚類、底生動物、河川環境基図は5年間で1巡、
植物、鳥類、両生類・爬虫類・哺乳類、陸上昆虫類等は 10 年間で 1 巡）として、
6 つの生物項目のそれぞれ（魚類、底生動物、植物、鳥類、両生類・爬虫類・哺乳類、
陸上昆虫類等）に関して、5 年または 10 年に 1 回の調査頻度で行うこととした
ものです。
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天竜川における魚類の調査地点 天竜川流域と調査地点

序
論
　
●
　
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査

序
論
　
●
　
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査

番号 地点名（市町村名） 距離標 
kp

調査年度
H4 H9 H14 H19 H24 H29

⑯ 三峰川下流（伊那） 3.5-4.5 ● ● ● ●

⑮ 城前橋（辰野） 212.0-212.8 ● ● ● ● ● ●

⑭ 柿ノ木淵（箕輪） 204.1-204.5 ● ● ●

⑬ 大泉川合流点（南箕輪） 197.4-197.7 ● ● ●

⑫ 水神橋（伊那） 195.5-195.8 ● ● ●

⑪ 桜橋（伊那） 192.6-193.4 ● ● ●

⑩ 北の城橋（宮田・駒ヶ根） 185.4-186.4 ● ● ● ● ● ●

⑨ 天竜大橋（駒ヶ根） 181.0-182.0 ● ● ● ● ● ●

⑧ 小鍛治橋（駒ヶ根） 178.5-178.8 ● ● ●

⑦ 坂戸橋（中川） 169.0-170.0 ● ● ● ● ● ●

⑥ 天の中川橋（中川） 164.0-164.3 ● ● ●

⑤ 田沢川合流点（高森） 155.4-156.4 ● ● ● ● ● ●

④ 阿島橋（飯田・喬木） 149.2-150.6 ● ● ● ● ● ●

③ 水神橋（飯田） 144.0-144.9 ● ● ●

② 長瀞橋（下條・泰阜） 133.4-134.2 ● ● ●

① 南宮大橋（泰阜・阿南） 123.4-124.2 ● ● ●

投網

セルビン

タモ網

かご網

刺し網

はえなわ

定置網

どう

天竜川上流では平成 4 ～ 29 年までに 6 回の調査が行われてきました。
調査地点は、泰阜村から辰野町までの 16 地点です。調査した年度にもよりま

すが、調査では主に下の写真にあるような漁具を用いました。これらの道具を使
用する際は、各漁業協同組合に調査内容を説明したうえで同意いただき、長野県
の許可を得て実施しています。

※　番号は p10 の調査地点位置図に示した番号と一致する。
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構　成 　本書は、序論、総論、各論、結論、資料編、コラムからなります。
　種の名前（標準和名、学名）と配列（並べる順序）は原則として「令和元年度
版河川水辺の国勢調査生物リスト」（水情報国土データ管理センター ホームページ、
2019 年 11 月 14 日更新）に従いました。

序　論　導入部として、この本が作られた経緯や河川水辺の国勢調査についての
概要を紹介しました。また、各種の解説である各論を理解しやすいように読み方
についても説明しています。

総　論　総論では、天竜川上流の川の姿、魚類の生息環境、餌資源、魚類の形態、
生活様式、河川環境との関わりなどについて説明しています。

各　論　各論では、天竜川上流に生息する魚類について種ごとに解説しました。
天竜川上流に生息している魚類について、その姿、一般的な生態、分布域などを
中心に解説しました。過去 25 年分に及ぶ河川水辺の国勢調査データも紹介し、天
竜川での分布や個体数の変化も読み取れるようにしました。

結　論　総論、各論、コラムを通じて、現在の天竜川に棲んでいる魚類について
総括するとともに、将来の行方についても記載しました。

資料編　資料編では、天竜川上流の魚類についてさらに詳しいことを知りたい人
のために、これまでに天竜川で確認されている魚類のリスト、参考図書、用語解
説などをまとめました。また、魚類を捕獲する際に守らなければならない長野県
や漁業協同組合の規則の一部も掲載しました。

コラム　天竜川上流の魚類に関する話題、魚類の不思議な生態、当河川事務所の
取り組みなどについて解説しました。天竜川流域に暮らす方々にも執筆協力をい
ただき、天竜川ならではの話題をちりばめました。他の図鑑等には載っていない
本書の特徴の一つとしてご覧いただければと思います。

その他　紙面上下の余白を多めにとってあります。ダウンロードファイルを A4 横
サイズに印刷、穴をあけてファイル綴じにすることを想定しています。鞄の中に
入れ、どこへでも持ち歩いていただければと思います。

各論のねらいと見方
各種の紹介は、見開きページ（情報の少ない種類は片側半ページ）に収め、読

みやすくしました。

■天竜川での重要種（絶滅危惧種など）
■天竜川に昔からいる一般的な種類
■他の地域や国から持ち込まれた外来種

■標本写真：

■生態写真：

■生息環境：

■確認地点：

■経年変化：

■主に棲んでいる場所：各種が見られる生息水域を塗りつぶしてあります

ひれを広げた正しい姿勢により、
他種との違いを明確に
陸上からは見えにくい水中で魚が
泳ぐ姿を紹介
観察または捕まえられそうな場所
のカットを使用

過去の調査で確認された地点を●、確認されていない地点を○で示しました
数字は調査場所（P9 をご覧ください）を示しています
天竜川での捕獲状況を円グラフで表現しました
横軸は時間軸（調査年度）、縦軸は空間軸（数字は天竜川の上～下流に並べた調査地
点）、数字は捕獲数で大きな円ほど個体数が多いことを表します

横帯をつけて検索しやすくしました

見出しの色を 3 色に区分

「映える」写真を多用

河川水辺の国勢調査データ（25 年分）を紹介


